
日 ・ タイ語のテンスとアスペクトの対照

および教授法に関する 一考察

ラッチャニ ー ・ ピャマ ー ワディ ー

1. はじめに

本稿は， タイ人の 日本語学習者に と って ， 最も問題になる， 文末における動詞のテンス

とアスペクト「～｝レ」，「～夕」，「～シテイル」，「～シテイタ」と ， それぞれの意味を表わ

すタイ語の基本形「V」(1) ，未来形「ca+V」，完了形「V+l釦ぉw」，進行形「kamlag+V」,

「V+yuu」,「kamlatJ + V + yuu」を比較対照する。 そこから得た結果を考察し， クイ人を

対象としたより効果的な日本語のテンスとアスペクトの 教授法を試みる。

2. テンスとアスペクトの概念及び定義

日本語のテンスについては， 山田孝雄(1908)， 松下大三郎(1928)， 金田 一春彦(1957),

鈴木重幸(1972)， 寺村秀夫(1973)， 草薙裕(1975)などの 様々な見解がある。 つまり，

時間 の表現，アスペクト， 単なるム ー ド， 又はアスペクトあるいはム ー ドと 関連し て見る

見解がある。 が ， 何れの説もテンスが動詞の変化で表わされるもの であるという点では
一致している。

一 方，アスペクトについては， 松下(1914)， 佐久間鼎(1936)， 鈴木(1972)の何れの

見方も，アスペクトが動作・作用のいろいろなあり様であり， 動詞自体の性質と大きな関

係を もっているとしている。

こ こでは，前述の見解もふまえながら， 言語一般のテンスとアスペクトルの表現法を通

して次のように定義する。

「テンス」は，時の流れの うちの 一 点を撃準として ， その時点 ， それ以前， それ以後の

動作・作用や状態 のなりたつ時間 を 一定の形 態 （助動詞， 活用語尾）によって表現し分け

る文法的なカテゴリ ーである。

「アスペクト」は， 述語の 形態 や補助形式によって表現される動作・作用のい ろ い ろな

あり様である。

3． 日本語におけるテンスとアスペクト

動詞の性質と密接な関係 があるテンスとアスペクトの形と意味を考察する際， 動詞の分

類が必要となる。本研究の最終の目的 が前述の とおり， タイ人に対する日本語教授法への

試みにあるこ と から， タイ人が理解しやすく， 又， タイ語分析で も類似の分析 が あ る，

金田一 (1950) の動詞の四分類（状態動詞， 継続動詞， 瞬間動詞， 第四種の動詞）を巾心
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に， 分析， 記述を進めていく。
I テ ン ス
日本語動詞のテンスは， 基本形「～）レ」と過去形「～夕」の形態的な対立がある(2)

0 状
態動詞の場合，「～）レ」は現在・未来を表わし，「～夕」は過去を表わす。「～）レ」は動作 ・

作用動詞の場合， 未来を表わす。又，「～）レ」は現在の習慣， 意志，「～夕」は完了， 期待

の実現を表わすこともできる。「～）レ」と「～夕」は次のような意味を表わす。

A 「~）レ」型

1)現在の状應・存在
1. 「うん， コダがね， 病院に巳五のよ」（友，225) C3)

2)現在の習慣
2.「ほくも時々， この図書館に翌五んです」（砂，19)

3)未来の状態・存在

3. お母さんは明日家にいる。

4)未来の動作・作用
4.「…•••そんなきたない口をきくと， また， ねえちゃんに叱られるよ」（宵， 21)

5)話し手（疑問文の場合， 聞き手）の意志

5.「モリ， 文化祭まで， 私毎日来るわ」（友，153)
B 「～夕」型(�)

1)過去の状態・存在
6.「色々な用事があったの」（青，14)

2)過去の動作 ・ 作用
7.「うん， さっきおつりあげるの忘れたんだ」（青春，24)

3)過去の習慣
8. 武も， えつ子も， ひまのあるかぎり， 田畑に出て堡ど左o （夜， 1 90)

4)完了 (5)

9.「はらがへった。何かうまいものでもくいたいな」（夜，170)

5)期待の実現
10.「わいた， わいた， おゆがわいた。」

6)思いおこし
11.「あ， だめだ， アルバイトがあったの」

II アスペクト
状態動詞には「～シテイル」の形がなく，「～）レ」で現在・未来を表わす。 一方， 動作・

作用を表わす動詞では「～）レ」は未来，「～シテイル」は現在および未来を表わす。

A 「～シテイ）レ」型

1)動作・作用の進行継続
12.「え， 無論， 愛している。 ……」（波，57)

13.「何を見ているんです」（三，87)

2)動作・作用の結果が現在にあること
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14.「先輩 この人を知ってますか？」（青，66)

3)現在の単なる状態
15. 塔が空高くそびえている。

4)現在の動作・作用のくり返し
16.「母さんの写真の毎朝，手を合わせてるわ」（砂，11)

5)経 験
17.「木耀日， 私， 会ってるわ，片桐さんと」（友，20)

B 「～シテイタ」型
1)過去の勁作・作用の進行継続

18. 私が部屋に入った時，彼は本を諮んでいた。

2)動作・作用の結果が過去にあったこと
19. 油がきれていた。

3)過去の動作・作用のくり返し
20. 母さんはその頃，英語と英語タイプを毎日， 習いに行っていまし た。（砂，34)

4)過去の単なる状態
21.•••主人公の兎の顔が母さんによく似ていたからなの。（砂，16)

4. タイ語におけるテンスとアスペクト

タイ語のテンスとアスペクトの考察には， カ ー ンチャナワン(1978)の動詞の分類を用

いる。状態動詞と動作・作用動詞の基本形「V」は現在を表わすが，結果動詞の「V」は
過去を表わす。

I テンス

クイ語は動詞の変化がなく， それによってテンスを表わせないため， テンスのない言語
だとよく言われている (6)。しかし， タイ語でも時の副詞や助動詞が動詞の前後に置かれて
テンスが表現される。現在と過去は助動詞がつかないが， 未来は助動詞「ca」が不可欠で
あり気巳って， 次の例のように現在と過去は「V」で，未来は「ca+V」で表わされる。

1. kh五w些ーn的s1iphim

彼 読む 新聞
［彼は新聞を箆立。（現在， 習慣のみ）
し彼は新聞を読んだ。

2. kh恥w pay roo9 ・・ ・・＾pay roo9riiaan miiaawaannii

彼 行く 学校 きのう

彼は きのう学校へ行った。
3. chan ca pay root)riiaan

私助動行く 学校

私は学校へ行く。
II アスペクト
タイ諾ては，助動詞が動詞の前後に置かれることによって， アスペクトが表わされる。
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印細w」は完了，「kamla!)」,「yuu」,「kamla!)-yuu」は進行継続を表わす助動詞である。
A 「l紐w」は，動作・作用動詞の場合， 動作・作用が完了したこと （例文(4)）。 状態

動詞の場合， ある状態が新しい状態に変化したこと（5) , 更に結果動詞の場合，動作 ・ 作用
が完了したこと，あるいは， その完了の結果を表わす(6)。

4. dek kin khaw Ireぉw

子供食べる ごはん 助動
子供がごはんを食べた。

5. tha klumcay 1釦ぉw

彼女 心配する 助動
彼女は心配するようになった。

6. kh五w taay I釦ぉw

彼 死ぬ助動
彼は死んだ。

B 「kamla!)」,「yuu」,「kamla!)-yuu」は，何れも 進行継続を表わす。

7. khiiw ｛□｝主 n
的sli ［�}

彼 助動 説む 本 助動
彼は本を読んでいる。

8. fay�屯P
電気 助動 消える
電気が消えている。

9. fay � y� 

電気 消える助動
電気が消えている。

原則として，進行継続の助動詞は結果動詞につかないが，（8）のようにたくさんの電気
がどんどん消えている，（9）のように状態を表わす例外の用法がある。

5． 日本語とタイ語におけるテンスとアスペクトの比較対照

I 日本語の「～ル」と対応するもの
日本語の「～｝レ」形は未来，および状態動詞の場合現在も表わす。 それに対応するタイ

語の形は現在が 「V」形，未来が「ca+V」形であるから，次のような対応関係がある。
A 「~）レ」⇔「V」

1)現在の状態・存在
1.「うん， コ ダがね，病院にいゑよ」（友， 225)

＝ 国koda rt y些thii roof)phayaabaan n釦ぉ”

2.「…あなた方， ドイツ語は出きますか」（友，106)
"··•phuuaak khun phuut phaas五a yeeraman daay may khrap" 
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2)現在の習肌
3.「ほくも時々， この図i彗館に生五んです」（砂， 19)

= "baaf)thii phom k$::i rnaa thii h$::if)samut nii miiaankan"

B 「~)レ」←シ「ca+V」

1)未来の状態・存在
4. お母さんは明日家にいる。

= phr紅）nii khun m釦ぉ ca yuu baan

2)未来の動作・作用
5.「..•そんなきたないIIをきくと， また， ねえちゃんに叱られるよ。」（肯，21)

= ".. •thaa ph1i daay yin khamph(1ut yaapkhaay yaaf)韮n k釦吐thiuk虹
'"aw na 

3)臼し手（疑間文の場合， 間き手）の意志
6. 「モリ， 文化祭まで， 私，介」

．
：日来るわ」（友， 153)

= "mori chan ca maa thuk 、van conkwaa ca tht〇\van 9aan"

II 日本語の「～夕」と対応するもの
日本語の「～夕」形は過去， 勁作・作用の動詞の場合， 過去・完了を表 わ す。「～夕」

は， 又息いおこし， 期待の実現も表わす。それに対応するタイ語の形は， 過去と息いおこ

しか「V」形，完了及び期待の実現が「V+ l釦ぉw」形であるから， 次の ような関係があ
る。

A 「～夕」⇔「V」

1)過去の状態・存在．
7.「色々な用事が差2]；の」（青， 14)

= “囲th姐laayyaa9 na" 

2)過去の動作・作用
8.「うん， さっきおつりあげるの忘れたんだ」（古春，24)

= "miiaakii担竪畑y t的t33D'’

3)過去の習恨
9. 武も， えつ子も， ひまのあるかぎり， 田畑に出て働いた。（夜，9 0)
= th的takeshi 1命 etsuko ta.al) _e豆thamf)aan nay thu9naa thukkr的 thii

mii weelaa waaf) 

4)忌いおこし

10.「また外国語が出ました。 ノウは英語にもありましたね。」（青在，154)
= "mii phaas五a taa!)叫theet iik l紐w nay phaasaa af)krit k3:)竺りkham

waa noo duuee n釘

11.「あ，だめだ， アルバイトがあったの」
= "uy maydaay la世i 加anphisらet nが'

息いおこしの場合には， 「～夕」が用いられる。一方， タイ語では，「V」で表現するか，
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過去のことではなく， むしろ，現在のことをいっているのである。 つまり，（10)の「ノウ」

は過去から現在にいたるまでその状態にあることから， 現在のことだと解釈さ礼る。従っ

て，「mii」は現在の状態を表わすことになる。

又，（11)の 「mii」を 「アルバイトがあることになっている」ということは、 過去の時

点に決まったが， 今なおその「mii」の状態にあるので， 現在を表わすといえるc
B 「～夕」⇔「V+IおおW」

1)完了
12.「あ， はらがこュ左。 何かうまいものでもくいたいな」（夜， 170)

iW おお w yaak kin ?ray行ぬy石如y sak nぬy"= “ooy hV 
l' 

2)期待の実現

13.「わいた，わいた。 おゆがわいた」

= "d遥at I全ぉw, d韮at I釦ぉw naam diiaat 1知EW”

• ←— 

III 日本語の「～シテイル」と対応するもの

日本語の「～シテイル」形は継続動詞の場合，進行継続を表わし， 瞬間動試のり合， 勁

作・作用の結果を表わす。 そして， 第四種の動詞では， 必ず「～シテイル」て用い， 単な

る状態を表わす。 タイ語では， 進行継続を表わす「～シテイル」と対応する形は「kamlaf)

+V」,「V+yl\u」,「kamla!)+ V + yuu」である。 が， 単に「 V」で進行継続を表わすこと

もある。前述の他の意を表わすタイ語の対応形は「 V」であるが，「V+l釦ぉw」て動作・

作用の結果を表わす場合 も あ る。又， 「～シテイル」が作用の辿行継続と作用の粕果を表

わすのに，タイ語では，「kamla!)+V」と「V+yuu」 が用いられる。 そ れぞれの対応関

係は次のようである。

A 「～シテイル」⇔「V」

1) 動作・作用の進行継続

14.「え， 無論上ー愛しています。」（翼5 4)

= "chay, n釦ぉla唖

「rak」は精神や感覚を表わす状態動詞なので，「V」のみてその状態が表わごれる。

2)動作・作用の結果が現在にあること

15.「油は切れてるんです」（友，63)
= "phr5 naamman mot n紺'

16.「先輩は， この人を知ってますかの」（青，6 6)
= "phii ruucak khon nii may khrap"

(15) の「mらt」は結果動詞であり，動詞それ自体が過去の動作または作用を表 わ す。

日本語とタイ語の相違は， 動作・作用，又は，結果のどちらに重点が置かれるかというこ

とである。 日本語では，瞬間動詞の場合 「～シテイル」は現在における動作・作用の結果

に重点が置かれているが， タイ語の結果動詞は，動作・作用が起こったあとにその結果が
残っている為，動作 ・ 作用が起こったことに重点が置かれるとはいえ， その状態がまだ残

っていることも同時に表現される。 又，（16)の「ruucak」は状態動詞であり， それ自体

で状態が表わされる。従って，このような場合，「～シテイル」と 「V」が対応する。
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3)現在の単なる状態
17.塔が空高くそびえている。

= h5:> SU.lit) traf)aan yuu nay th5::i9 faa

「～シテイル」は第四種の動詞について状態を帯びることを 表 わ す。 一方．「sし

‘iu9 trふ

虚an」 は状態動詞であり，「V」 のみで用いられる。
4)現在の動作・作用のくり返し

18.「母さんの写真？ 毎朝，手を合わせてるわ」（砂，11)

= "ruup khun m命ぉ na rti � thuk chaw na ka"

(18)の「～シテイル」は動作が一つの進行過程としてくり返し行われることを表わす。
一方，タイ語では「V」 が用いられ，副詞や文脈からくり返しの意味が分か,3。

5)経験
19.「木曜日，私，会ってるわ，片桐さんと」（友，20)

= "chan ca khun katagiri mtiaa wanphrartihat na ka" 

「～シテイル」は， 過去に起こった動作・作用の間接的結果を経験として表わす。タイ
語では，単に動作・作用の起こった時点にのみ重点が置かれ，文脈で経験の意がとら れ
る。

B 「～シテイル」⇔「V +l釦ぉw」
動作・作用の結果の状態
20.「今日，私にも，彼が米るよ。婚約しているの」（青·脊，17)

= "wannii kh五w ca maa baa ch五n duuee ch五n m年1釦ew na .. 

21.貧乏なら恨れている。（青春，39)
= "thaa khwaam con la k釦chin 1紐W

(20)の「man」 は結果動詞であり，「l釦ぉw」を伴い，完了の結果を表匂す。(21)の

「chin」は状態動詞であり，「l釦ぉw」がつくと，その新しい状態に変化したことを表わす。
従って，動作・作用の結果を表わす際，「～シテイル」と「V+I釦ぉw」が対応する。

C「～シテイル」⇔｛
［ドニ

十V」

「kamlal)+V + yuu 

現在の動作・作用の進行継続
21.「何を見ているんです」（三，87)

＝ ［二｝ duu ?ray □} 韮

D 「～シテイル」⇔「kamlaf)+V」

作用の進行継続
22. たくさんの電気がどんどん消えている。

= fay camnuuaan maak kamlaf) <lap yaaf) ruuaat rew 

「～シテイル」は，瞬間動詞について， 動作・作用の起こったあとの結果を表わす が，
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(22)のような場合には，「～シテイル」は進行継続を表わす。 タイ語では，［「kamlaD」は

結果勁詞につかないが，（22)のような場合には，「kamlau+V」が用いられる。

E 「～シテイル」⇔「V+yふu」

(23)の例では作用の結果が現在にあることを表わしている。

23. 電気が消えている。

= fay clap Yふu

IV 日本語の「～シテイタ」と対応するもの

「～シテイク」は「～シテイル」の「～夕」形で あり， これとタイ語の表現との対応は

過去に閲することであるという以外原則的に上記の「～シテイル」とタイ語の表現の対応

に一致する。 ただし， クイ語では詞述の よ う に，「V」形が現在．と同様に過去も表わすこ

とを指摘しておく。

以上の対応閃係を次の表にまとめておく（次頁）。

6 日本語のテンスとアスペクトに関する離易点考察及び教授法

I 難易点考察

1. 未米の状態・存在， 動作・作用， 話し手（疑問文の場合， 間き手）の意志を表わす

「～）レ」⇔「ca+V」

日本語の状態動詞の晶本形「～）レ」は現在．・未来を 表 わ し， 継続動詞及び瞬間動詞の

「～）レ」は未来を表わす。 一方， タイ語の「ca」 は何れの種類の動詞の前に置かれても未

来を表わす。 両言語の未来を表わすテンスの形が迩う為， タイ人はテンスを混用しがちで

ある。 つまり， タイ人は文脈や時の副詞がなければ「～ル」は現在， 未来のどちらを表わ

すか分からないが，「～）レ」と「V」の両方が現在の意味を表わ す の で「～）レ」を現在だ

と解釈してしまうことが多いようである。

又， 意志を表わす場合， 日本語は脳本形「～｝レ」で， タイ語は未来形「ca+V」で表わ

すため， これも問題となってくるのである。

2. 過去の状態・存在， 動作・作用， 曹慣を表わす「～夕」⇔「V」

日本語の「～｝レ」は現在と未来を表わすが， タイ語の「V」は現在と過去を表わすので

副詞がなければ，「～夕」形と「～）レ」形の混同をする。

3. 完了を表わす「～夕」⇔「V+l釦ew」

「V+l釦ew」は完了を表わす。 一方， 日本語の動作・作用を表わす動詞の「～夕」は過

去と完了を表わし， 文脈によって完了の意味が区別さ れ る。「～夕」はタイ語の「V」と
「V+l紐w」となる場合にわかれるため， タイ人にとって， 問題になりやすいのである。

4. 期待の実現を表わす「～夕」⇔「V+l釦ぉw」

この際， 日本語では，「～夕」， タイ語では「V+l和ぉw」が用いられる。 が， こ れ は前

項と同じ問題なので， タイ人にとって理解しにくい点である。

5. 息いおこしを表わす「～夕」⇔「V」

この場合には， 日本語は， その状態や動作・作用が認識された時点に重点 が 置 か れる

が， タイ語では， 発話時点を悲準にして， その状態， 動作・作用がすでに起こったか， 又
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日本語とタイ語のテンスとアスペクトの対応表

状 継 瞬 第四

口ロロ
□

[][J 
口ロロ

□ ロ

意 味

状態 ・ 存在

現在

習 慣

状態 ・ 存在
未来

動作 ・ 作 用

話し手（疑問文の場合，
聞き手）の意志

状態 ・ 存在

過去 習 慣

動作 ・ 作 用

思 い お こ し

期待 の 実現

完 了

進行継続
現在動作・作用

結 果

現 在 の動作 ・ 作
用のくり返し

経 験

現在の単なる状態

進行継続
過去動作・作用

結 果

過 去 の動作 ・ 作
用のくり返し

過去の単なる状態

状 動 結

□〗

V ロロ I

口

ロ
ロ

註 V は動詞の原形 K は kamlat) C はca yはyuu L は l命定W
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は，現在のことなのであるか，あるいは未来のことなのかに重点が砿かれこヽ。従って，
現在や未来についての息いおこしなら，タイ語 では， それぞれ単に「V」又は「ca+V」
て表現する。ただし，「mii」（ある）は，「ca」が省略されることが非常に多い。このよう
な場合の日本語の「～夕」の用法はタイ人にとって適切に使うことがむずかしい。

6. 動作・作用の進行継続を表わす「～シテイル」，「～シテイタ」⇔「V」
進行継続を表わす「～ジテイ）レ」，「～ジテイタ」とタイ語の「kamlaD+ V」,「V+yuu」,

「kamlaD+ V + yuu」が 対応するが， タイ語は， 状態動詞の場合には 「V」 のみて表わす
こともある。これは動詞の種類と関係をもっていると考えられる。つまり，日本語におい
て， 動作・作用を表わす動詞の「～）レ」は現在の状態を表わさな い ため，「～ジテイ）レ」
が用いられるが，タイ語の状態動詞の「V」は現在の状態を表わす ので，「～シ＇ テイル」
との進行継続の対応形を使う必要がない。又タイ語の状態動詞に進行形がつけば，単に況
＇在の状態を表わすのではなく，むしろ， 最盛，最高のニュアンスも含ま礼ているので，多
少日本語の「～シテイル」の意味と迩ってくる。

7.動作・作用の結果を表わす 「～シテイル」，「～シテイタ」⇔「V+lおぉw」
瞬間動詞の「～シテイル」は， 動作・作用の結果を表わす。一方，「V+l和EW」は完了

と， 動詞の稲類によっては，ある状態に変化したこと，又は，結果の状態を表わす。従っ
て場面や文脈がなけ れば，どちらの意味を表わすか明確に判断できないため，無意識に完
了に解釈してしまうことが多い。又，結果の状態を表わす「～シテイル」との対応形がな
いので，タイ人にとって困難を覚える。

又， 「V」で動作・作用の結果と表わすこと があ る。これは状態動詞と結果動詞に見ら
れる。タイ語の結果動詞はそれ自体過去を表わすが， 一度起こったら， その結果が残るた
め「V」で結果の状態が表わされるわけである。状態動詞の場合にも「V」てその状態が
表わされる。 一方， 日本語では， 過去の場合「～夕」， 結果の場合「～シテイル」が用い
られる。この用法はタイ人にとって理解しにくい。

8.経験を表わす「～シテイル」⇔「V」
日本語は「～シテイル」で，タイ語は「V」で表わす。経険の意は文脈から判断こ；礼る。

9. 動作・作用のくり返しを表わす「～シテイル」，「～シテイタ」⇔「V」
タイ語は単に「V」のみで表現し， くり返しの意味は副詞から分かる。
10.単なる状態を表わす「～シテイル」，「～シテイタ」⇔「 V」
第四種の動詞は「～シテイル」をもって単なる状 態を表 わ す が， タイ語の状態動詞は

「V」のみで表わす。
11.作用の結果の状態を表わす「～シテイル」，「～シテイタ」⇔「V+yuu」
ある状態が継続していることを表わす場合，「yuu」が例外の用法 とし て 結果動詞につ

く。しかし，この「V+yuu」は作用の完了の結果を表わすのではなく， むしろ， 眼前の
状態が継続していることを表わすのである。従って，形の上では「～シテイル」と同様に
見えるが， ニ ュアンスが多少迩うため，タイ人にとって注意が必要である。

II 教授法

日本語とタイ語の動詞の基本形が違う意味を表わすこと，又，その動詞の性質が非常に
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異なる場合があるため， 両言語のそれぞれの意味を表わすテンスとアスペクトの用法に相

異の出てくることが分かる。従って， タイ人にとって， 起こ りそ うな 問四を解決するた

め， 次のような用法が効果的であろう。

時の副詞や文脈がなければ， タイ語の動詞の「V」は現在， 過去， 日本語の動詞の「～

ル」は現在・ 未来のどちらを表わすか判断できないことから， 教える際， 必ず副詞を用い

ながら， テンスを教える。これによって， 学習者は， 日本語の「～｝レ」とタイ語の「V」

の用法がよく理解できるようになり ， テンスを正しく使用することができる。

更に ， 以上あげたもの以外のテンスとアスペクトに関する問図点は， すべて動詞の種類

によるものであるため， 動詞の種類やそれぞれの動詞の「～｝レ」，「～夕」，「～シテイル」，

「～シテイタ」の用法を各々個別に覚させる必要がある。

以上述べたことをよく理解すれば， クイ人の学習者は， 日本高のテンスとアスペクトの

複雑な問題について解決できるようになると思われる。

(1) タイ語の動詞は活用形変化がないため， 韮本形「V」はどのテンスとアスペクトにも用いられる。

(2) 「～）レ」と「～夕」の対立はテンス， アスペクト， ム ー ドのいろいろな角度から考えことも可能

で， 従来いろいろな意見が出されているが， 本稿では， この対立を本質的には「llザ」に関わるもの

と考え， テンスの問題として扱う。

{3) 例文の後の（ ）の中は作品名及び， そのペー ジを示している。 原典については， 本稿の最後に

リストをのせてある。（ ）のない例文は筆者が作ったものである。

(4) 「外に型左型左」 のようなぞんざいな命令は相手を自分の命令することに誘い込むため， その

動作をすでに実現したことのようにいっている。 しかし， この他にも「出て， 出て」とか「出る，

出る」などがあり， 動詞を二つならべることで命令を表わしているようである。 従って， 「出た，

出た」の「～夕」形は直接テンスは間わりがないと考えられるので， ここでは問題としない。 又，

「よし， あけた」というような表現は， 実際にはまだ実現していない動作を確実に実現すると考え，

先回りして実現したと宣言・承認する。 この用法は非常に限られているので， ここではこれ以上触

れない。

(5) 「～夕」は形の上では過去であるか， 完了であるか区別できないが， 文脈や場面によって判断さ

れる。 つまり， 過去というものはその動作・作用がすでに起こって現在ときりはなされるが， 完了

は， その動作・作用がすでに起こったが， まだ現在とつらがってきりはなせない の で あ る。 従っ

て，「～夕」 が過去と完了のどちらも表わすため， その動作 ・ 作用が現在とつながっているかどう

かは文脈や場面で判断される。

(6) 例えば， シンタワナンタ(1970)

{7) 未来を表わす文にも「ca」がないものがある。 ただし， この文が未来を表わすことは， この文の

文脈（副詞）から明らかでなければならない。 従って， 根本的には未来の文に「ca」が必要だと考

える。

(8) 「kamlav」,「yuu」,「kamlav-yuu」は， 意味上では， 何れも進行継続を表わすが， 構造として

は，「kamlaD」は， 動詞の前， 「yuu」は動詞の後につく， 「kamlav」と「yuu」は一緒に用いら

れ，「kamlav+V +yuu」になる。
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タイ語の字訳表註
子音

I両唇音 1唇歯音l歯蓋音鳳口蓋音1軟口蓋音l声門音l

破 音
気
気
気

音
気
気

気

ダ'J
ネ<

無 声・無
無 声・有

有 声．1llf•‘’‘< 
破 擦

1JI「：
⇒�ブ9‘`‘ Jm . 1llf: ‘'‘‘ 

無 声・有
賑擦音 無
鼻 音
側面音
ふるえ音
半母 音

k 
kh 

C 

ch 

m 

I 

s
n
l
 

h
 nu

 

w y

令

リ

f

11
 

舌 中 -=:r· 
ピI 臭

I
 舌

短
|
|～

-
．m
 

長 短

高
中

低

i
e
紀

．． 
11 

ee 

aa 

t
3
a
 

二重母音

音母
一

-

-

I

l,

a
 

-
．t

 

長 短

a
 

I
―

-
U

 

長
.t
d
a
 

;t
a
a

u
0
3

 

uu 

00 

33 

音謁

I 記号• I 例

1
ロ1.·a

·J 
• /khaa/高売

中 なし /khaa/ひっかかる

低

ヽ /khaa/スパイス

昇 ヽJ/ /khaa/足
降 ヘ /khaa/殺す

註 タイ語字訳表についてはカーンチャナワン(1978)から引用する
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